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　8月25日、希望ヶ丘公園多目的広場において、小美玉市ふるさとふれあい
まつり（ふるさとふれあいまつり実行委員会主催）が盛大に開催されました。
　まつりは、前夜祭に行われるヨサコイソーラン大会にはじまり、踊り継が
れる豊年踊りと暑い夏の夜を彩る花火大会で幕を閉じます。
　暑さに負けない熱気あふれる郷土芸能の祭典やロックフェスティバル、子
どもたちに大人気のゲキレンジャーショーやうなぎのつかみどり等さまざま
な催しが繰り広げられ、子どもから高齢者までが楽しんだ一日となりました。
（詳細は６ページに掲載）

茨城空港の早期開港を要望

行政懇談会を開催
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ふるさとふれあいまつり
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( 右から、飯島議長、額賀代議士（現財務大臣）、島田市長、鈴木 県企画部長、磯辺 茨城空港推進委員長 )

◎
小
美
玉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
11
月
18
日
執
行
予
定
の「
小
美
玉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

日　

時　

10
月
19
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

場　

所　

小
美
玉
市
役
所
２
階 

第
２
・
第
３
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　

内　

容　

⑴
立
候
補
届
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵
選
挙
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※ 「
立
候
補
の
手
引
き
」を
１
，０
０
０
円
で

配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

各
候
補
２
名
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

問
小
美
玉
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
４
８-

１
１
１
１（
内
線
１
２
８
３
）

　

茨
城
県
・
茨
城
空
港
利
用
促
進
等
協
議
会（
会
長
：
茨
城
県
知
事
、
副
会
長
：
島
田
市
長
）、小
美
玉
市
、

小
美
玉
市
議
会
並
び
に
小
美
玉
市
茨
城
空
港
利
用
促
進
協
議
会
で
は
、
7
月
5
日
及
び
20
日
に
国
土
交
通

省
や
防
衛
省
な
ど
の
関
係
機
関
及
び
茨
城
県
選
出
国
会
議
員
に
茨
城
空
港（
百
里
飛
行
場
）の
早
期
開
港
並

び
に
関
連
道
路
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て
、
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
国
土
交
通
省

な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
は
、「
平
成

21
年
度
の
開
港
が
確
実
な
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
る
の
で
、
就
航
対
策
や
利

用
促
進
施
策
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
」と
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
額
賀
代
議
士（
現
財
務
大
臣
）

か
ら
は
、「
茨
城
空
港
の
平
成
21
年

度
の
開
港
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
た
め
、
航
空
会
社
の
誘
致
な

ど
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

茨
城
空
港（
百
里
飛
行
場
民
間
共

用
化
事
業
）に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
新
滑
走
路
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
21

年
度
の
開
港
に
向
け
、
着
実
に
事
業

が
進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

茨
城
空
港
の
早
期
開
港
に
向
け

茨
城
空
港
の
早
期
開
港
に
向
け

　

国
の
関
係
機
関
に
要
望
し
ま
し
た

　

国
の
関
係
機
関
に
要
望
し
ま
し
た
!!

【衆議院議員会館にて】

小
美
玉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

小
美
玉
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

　　

日
程
等
に
つ
い
て
決
ま
り
ま
し
た

日
程
等
に
つ
い
て
決
ま
り
ま
し
た
!!

　

小
美
玉
市
で
は
、
交
通
安
全
協
会
・
交
通
安
全
指
導
員
会
・
交
通
安
全
母
の

会
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友
の
会
の
協
力
の
下
、
交
通
事
故
防
止
運
動
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
継
続
し
て
展
開
し
て
き
た
功
労
が
こ
の
た
び
実
り
、
昨
年
の
10

月
17
日
か
ら
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
続
き
、
8
月
12
日
で
連
続
３
０
０
日
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
表
彰
は
人
口
３
万
５
，０
０
０
人
以
上
10
万
人
未

満
の
市
町
村
を
対
象
と
し
、
連
続
３
０
０
日
で
表

彰
と
な
り
ま
す
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
市
を
代
表
し
て

亀
山
一
地
域
振
興
課
長
が
出
席
し
、
馬
場
清
康
県
民

生
活
環
境
部
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

亀
山
課
長
は
、「
今
後
も
連
続
ゼ
ロ
を
一
日
で
も

長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
交
通
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
連
続
３
０
０
日
を
達
成
!

　

告
示
日
：
平
成
19
年
11
月
11
日（
日
）

　

投
票
日
：
平
成
19
年
11
月
18
日（
日
）

　

定　

数
：
24
名

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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＜問い合わせ＞
　●工事に関すること
　　国土交通省　関東地方整備局　鹿島港湾・空港整備事務所
　　百里飛行場事務所　☎０２９９－３７－００６１
　　http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/port/hyakuri/index.html
　●その他
　　茨城県　企画部　空港対策室
　　整備調整グループ　☎０２９－３０１－２７６８
　　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/kuko/
　●小美玉市　市長公室
　　空港対策課　☎０２９９－４８－１１１１（内線1161）
　　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

百里飛行場（茨城空港）整備計画

調整池（南）

調整池（北）

エプロン等施設

滑走路・誘導路（新設）

　

百
里
飛
行
場
は
愛
称
が「
茨
城
空
港
」に
決
定
す
る
な
ど
、
開
港
に

向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待

や
関
心
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
広
域
的
な
交
流
と
連
携
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
北
関
東
自
動
車
道
、
東
関
東

自
動
車
道
な
ど
の
高
速
道
路
や
、
国
際
貿
易
港
で
あ
る
常
陸
那
珂
港

等
の
整
備
が
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
空
港
は
北
関
東
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
全
国
の
主
要
都
市
と

北
関
東
地
域
を
結
ん
で
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
を
め
ぐ
る
都
市
間
の
交

流
を
促
進
し
、
観
光
な
ど
の
産
業
の
活
性
化
や
学
術
研
究
機
能
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
空
港
の
核
と
な
る
新
滑
走
路
の
整
備
工
事
が
９
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
幅
45
m
×
延
長
2
，7
0
0
m
の
新
滑
走
路
を
約

1
年
間
か
け
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
百
里
飛
行
場
が
他
の
多
く
の
空
港
と
は
違

い
航
空
自
衛
隊
と
の
共
用
と
な
る
こ
と
か
ら
、
航
空
自
衛
隊
の
訓
練

中
は
現
在
の
滑
走
路
付
近
の
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
工

事
は
昼
間
だ
け
で
は
な
く
夜
間
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

工
事
は
基
地
の
中
と
な
る
こ
と
か
ら
一
般
道
の
工
事
用
車
両
の
利

用
は
資
材
の
運
搬
等
の
限
ら
れ
た
台
数
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
生

活
環
境
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
の「
茨
城
空
港
」開
港
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

百
里
飛
行
場（
茨
城
空
港
）

　

民
間
共
用
化
工
事
に
伴
う

　
　

お
知
ら
せ
と
お
願
い
!

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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小
美
玉
市
市
民
憲
章(

案)

に

　
　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
「
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」

で
は
、
自
治
基
本
条
例
と
と
も
に
市
民
憲
章
に

つ
い
て
も
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
原
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
様
か
ら
原
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
美
玉
市
市
民
憲
章（
案
）

　

私
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
文

化
に
育
ま
れ
た
小
美
玉
市
民
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
明
る

く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
こ
に

市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
． 自
然
を
愛
し
、
豊
か
な
水
と
緑
と
き

れ
い
な
空
気
を
守
り
ま
す

一
． 平
和
を
願
い
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
． 互
い
に
助
け
合
い
、
快
適
で
住
み
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
． 伝
統
を
生
か
し
、
文
化
の
薫
り
高
い

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一
． 思
い
や
り
と
感
謝
の
心
を
育
み
、
明

る
い
家
庭
を
築
き
ま
す

〔
説
明
〕

　

市
民
憲
章
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
素
案
に

基
づ
き
整
合
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

五
項
目
を
設
け
ま
し
た
。

　

一
項
目
目
は
、
小
美
玉
市
の
自
然
を

含
め
て
、
地
球
規
模
で
の
環
境
保
護
を

訴
え
て
い
ま
す
。

　

二
項
目
目
か
ら
四
項
目
目
ま
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

五
項
目
目
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
う
え
で
一
番
の
基
礎
と
な
る
家
庭
づ

く
り
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

〔
意
見
提
出
方
法
〕

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
及
び
ご
意
見

を
記
入（
追
加
・
削
除
な
ど
修
正
個
所

が
分
か
る
よ
う
に
）し
て
、
電
子
メ
ー

ル
や
郵
便
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
持
参

に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〔
意
見
提
出
締
切
〕

　

10
月
19
日
必
着

〔
意
見
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
〕

　

〒
３
１
９-

０
１
９
２

　
　

小
美
玉
市
堅
倉
８
３
５
番
地

　
　
　

小
美
玉
市
役
所 

市
長
公
室

　
　
　
　

秘
書
広
聴
課 

政
策
審
議
係

（
担
当
：
倉
田
・
近
藤
）

E
メ
ー
ル

　
　

info@
city.om

itam
a.lg.jp

　

☎
４
８-

１
１
１
１（
内
線
１
２
１
２
）

　

℻  
４
８-

１
１
９
９

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る「
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て

12
か
所
で「
行
政
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
13
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
間
、
小
学
校

区
ご
と
に
市
民
を
対
象
と
し
た「
行
政
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
と
も
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
広
報
・
広

聴
活
動
や
情
報
公
開
の
推
進
に
よ
っ
て
、
情
報
の

提
供
と
共
有
化
に
努
め
、
市
民
の
意
見
等
を
市
政

に
反
映
し
て
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る「
心

ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

市
側
か
ら
は
、
島
田
市
長
を
は
じ
め
鶴
町
副
市

長
、三
輪
教
育
長
、各
部
課
長
等
が
出
席
し
、ま
た
、

飯
島
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
市
議
会
議
員
、
片
田

区
長
会
長
、
学
区
の
区
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い

て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
に
先
立
ち
、
市
側
か
ら
は
、
主
な
事
業
の

概
要
と
し
て
、
小
美
玉
市
自
治
基
本
条
例
、
茨
城

空
港（
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
）、
小
美
玉
市
総

合
計
画
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
12
名
の

小
学
校
区
代
表
区
長

に
取
り
ま
と
め
て
い

た
だ
い
た
要
望
や
意

見
等
に
対
し
て
市
執

行
部
側
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
懇
談
で
は
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

身
近
な
問
題
や
市
政

運
営
に
関
す
る
こ
と

な
ど
の
要
望
や
意
見

等
が
出
さ
れ
、
直
接
対
話
に
よ
る
生

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
の
主
な
要
望
や
意
見

と
し
て
は
、
生
活
基
盤
の
整
備
や
防

犯
、
交
通
安
全
対
策
、
国
保
中
央
病

院
の
運
営
に
つ
い
て
や
市
民
行
事
、

財
政
関
係
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
庁
議

や
内
部
会
議
を
経
て
、
事
務
事
業
の
調

整
や
制
度
改
正
、
事
務
改
善
な
ど
に
反

映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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　小美玉市国保中央病院の指定管理者が、医療法人『幕内会』に決定したことは、市のお知らせ版などでご報告
をさせていただいております。
　この選定作業は、小美玉市指定管理者選定委員会を軸に行いました。
　このため、この委員会の内容をご報告し、決定理由等のお知らせとさせていただきます。

小美玉市国保中央病院の
指定管理者候補者の選定について

問い合わせ【公的医療機関経営改革推進室（内線 2251）】

◆開催期日　平成 19 年 7 月 17 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時 40 分
◆開催場所　小美玉市役所 3 階委員会室
◆出 席 者　小美玉市指定管理者選定委員会委員（全員出席）
　【委員長】　副市長
　【委　員】　14名（議会並びに小美玉市公的医療機関運営審議会委員、医療機関代表、利用者代表、
　　　　　　　　  代表監査委員、市執行部）
◆議　　事　議事の内容は、次のとおりです。

議事①：小美玉市国保中央病院指定管理者への応募状況

―――〈事務局説明〉―――
　　募集は、市ホームページへの掲載と国保中央病院を中心とする半径 30 キロメートル圏の救急告
　示病院に対して郵送による案内を行いました。さらに、関東一円並びに隣接県の学校法人に対しても
　郵送による案内を行っております。
　　郵送案内件数は、53 医療機関、25 学校法人の合計 78 件です。
　　応募件数は、医療法人『幕内会』のみの 1 件です。

議事②：小美玉市国保中央病院指定管理者応募者プレゼンテーション

―――応募者（医療法人『幕内会』）によるプレゼンテーションをうけて、
指定管理者指定の申請についてのヒアリングを行いました。―――

　この中で、委員からは、主に次のようなことに対しての質疑が出されました。
　●地域の医療機関や介護福祉施設などとの連携に関すること
　●救急医療を充実するための構想に関すること
　●医師の確保に関すること
　●長期収支計画の中での指定管理料 ( 委託料 ) の算出基礎及び増額変更の可能性について
　このような質疑に対して、応募者 ( 医療法人『幕内会』) からは、丁寧な回答がなされました。

議事③：小美玉市国保中央病院指定管理者候補者の選定

―――委員間で、指定管理者候補者選定のための協議を行いました。―――
　　各委員からは、「経営理念等は、理想的で問題ないが、実現に要する財源確保ができるか不安で
　ある」「国保中央病院が持つ病床数 (80 床 ) 規模では、黒字にすることは困難である。市からの財
　政支援を見込んでいるのでは ?」「指定条件をもっと緩めて再公募してはどうか？」などの意見や、
　「一日も早く指定管理者に移行する必要がある」「応募が一者のうえ、申請内容が指定条件を満たし
　ているのだから任せるべきである」などの意見が寄せられました。
　　こうした活発な協議を経て、選定委員会としてのまとめを行ったところ、医療法人『幕内会』を
　指定管理者候補者に選定することに異議なしの結論にいたりました。

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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８
月
25
日
、希
望
ヶ
丘
公
園
多
目
的
広
場

に
お
い
て
、「
小
美
玉
市
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」（
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催
）が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
は
、中
央
ス
テ
ー
ジ
で
市
内
の
保

育
園
や
幼
稚
園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い

鼓
笛
隊
や
創
作
太
鼓
、小
中
学
校
や
中
央
高

校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏

を
は
じ
め
、ふ
る
さ
と
で
育
ま
れ
て
き
た
太

鼓
や
お
囃
子
な
ど
の
郷
土
芸
能
、子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の
獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、人
気
歌
手
に
よ
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
シ
ョ
ー
、鎌
田
英
一
に
よ
る
民
謡
の
夕

べ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
最
大
級
と
い
わ
れ
る
踊
り
の
輪
に

は
、42
団
体
、約
２
，０
０
０
人
が
参
加
し
、

ま
つ
り
を
お
お
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
ル
広
場
の
地
場
産
業
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
に
は
65
も
の
団
体
が
出
店
し
、趣

向
を
凝
ら
し
た
品
々
が
売
ら
れ
、ま
つ
り
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
ル
広
場
の
外
側
、展
望
コ
ロ
シ
ア

ム
で
は
プ
ロ
顔
負
け
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
に
よ
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、せ
せ

ら
ぎ
で
は
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
が
行
わ

れ
、子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、24
日
の
前
夜
祭
で
は
、年
々
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
る「
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ

ン
大
会
」が
行
わ
れ
19
チ
ー
ム
が
参
加
出
場

し
、熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
美
玉
市
ふ
る
さ
と 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

小
美
玉
市
ふ
る
さ
と 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

〜
み
ん
な
で
築
こ
う
、ふ
れ
あ
い
の
輪
〜

〜
み
ん
な
で
築
こ
う
、ふ
れ
あ
い
の
輪
〜

▲豊年踊り大会

▲郷土芸能

▲うなぎのつかみどり▲成世　昌平さん▲水牧　あさ実さん▲鎌田　英一さん

▲開会式

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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ふるさとふれあいまつり大賞
JAひたち野

市長賞
おかみさん会

議長賞
江戸住宅区

優秀賞（2団体）
柴高区・五万堀区

熱演賞（5団体）
羽刈区・東平区・女性会玉里支部
希望ケ丘区・扇会

敢闘賞（5団体）
小岩戸区・羽鳥区・小川町商工会
竹原区・清風台区

努力賞（10団体）
竹原中郷区・大曲区・北浦区・十二所区
脇山区・上小岩戸区・駅前区・部室区
張星区・竹原下郷区

ヨサコイソーラン大賞
野田小学校（6年生）

ヨサコイソーラン準大賞
マスカット

市長賞
華の乱

議長賞
みのり舞姫

敢闘賞（5団体）
ウェーブエンジェル・部室ナルコ会
脇山レジェンド・翔舞
フレッシュジュニア竹原

努力賞（10団体）
みのりYOSAKOI踊り隊・ビバステーション
江戸住宅鳴子会・ひまわりまわり隊
よさこい涼花組・納場保育園
ハッピーよさこいジュニア・さくら鳴子会
十人十彩・チャーミングレディース

豊年踊り大会入賞

小美玉市ヨサコイソーラン大会入賞

▲前夜祭参加者全員による踊りの披露

▲ 園児による創作太鼓

バ
ザ
ー
ル
広
場▲

▲ロックフェスティバル

中
学
生
に
よ
る
演
奏▲

▲獣拳戦隊
　 ゲキレンジャーショー

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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　5 月 20 日（日）、小美玉市バレーボール協会誕生を記念し
て大会が行われました。市内 3 つの体育館で行われ、各チー
ムが試合を通して親睦を深めました。
　大会結果は、次のとおりです。

家庭婦人の部（18 チーム参加）
　　優　勝　コスモウィン
　　準優勝　新高浜ママさんバレー
　　第 3 位　ドリーム 

一般男子の部（4 チーム参加）
　　優　勝　VC.GUNS       
　　準優勝　美野里 Jr.
　　第 3 位　小美玉市役所バレーボール部 

　8 月 7 日、霞ヶ浦漁業協同組合連合会と地元漁業協同組合
（田余・新治玉川）によるうなぎの幼魚の放流が行われました。
　この事業は漁業の活性化、漁獲量の安定を目的とするもの
で、本年度は、8月と 9月の 2回に分けて幼魚が放流される
そうです。
　この日は、静岡県浜名湖産の体長 20 センチの幼魚、約
6,500 匹、140 キロを小美玉市の高崎、平山、大井戸沖に放
流しました。2年後には約200～300グラムの魚体に成長し、
延
はえなわ

縄や、うなぎ筒（たかっぽ）漁で捕獲されます。近年は、漁
獲量も安定し、霞ヶ浦の重要な水産資源になっています。

　8 月 10 日の早朝から、市役所敷地内において小美
玉市老人クラブ連合会美野里支部主催による朝顔展示
鑑賞会が行われ、丹精込めて育てた約 170 点もの作
品が展示されました。
　花が手のひらほどもある大輪の朝顔をはじめ、紅、
白、紫、青、桃色と色とりどりに咲き競う中、今年の
受賞者が決まりました。 
　また、審査を終えた朝顔は市役所庁舎内に飾られ、
来庁者の目を楽しませてくれました。

＜受賞者＞
　市 長 賞　田 嶋 政 幸
　議 長 賞　山 﨑 　 勝
　優秀一席　石 塚 忠 勝 
　優秀二席　山 田 　 要
　優秀三席　井坂甲子郎
　佳　　作　石 塚 し の、磯邊ミチ子、額 賀 久 子
　　　　　　木 村 琢 磨、木 村 　 久、木名瀬八重子
　　　　　　木名瀬みちよ、小 川 千 代、中 島 あ さ
　　　　　　原 田 き み

コスモウィンのみなさん VC.GUNS のみなさん

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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　7 月 16 日（海の日）に、B&G 財団地域海洋センター茨城
連絡協議会主催による、第 20 回 B&G スポーツ大会茨城
県大会が行方市玉造 B&G 海洋センターで開催され、 小川、
玉里 B&G 海洋センターから小・中学生 46 名がクロール、
背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの 4 種目に出場し、この大
会で初めて総合優勝の栄誉に輝きました。

優　勝　＜自　由　形＞関口桜花・粟野優衣子・粟野優作
　　　　　　　　　　　河本晴香
　　　　＜背　泳　ぎ＞関口桜花・坂戸ひより・樫村太一
　　　　　　　　　　　沼田　悠・河本晴香
　　　　＜平　泳　ぎ＞柴 﨑 彩 加・樫村ひかり
　　　　＜バタフライ＞粟野優衣子・粟野優作

２　位　＜自　由　形＞柴﨑彩加・坂戸ひより・沼田　悠
　　　　　　　　　　　関口瑞姫
　　　　＜背　泳　ぎ＞今村　聖
　　　　＜バタフライ＞関口瑞姫

３　位　＜自　由　形＞川﨑見多朗・樫村太一・今村　聖
　　　　＜背　泳　ぎ＞河本順紀
　　　　＜平　泳　ぎ＞川﨑見多朗

　8 月 19 日（日）に、小美玉市玉里地区防犯パトロール隊
が、石岡警察署生活安全課と合同で夏の防犯パトロールを
実施しました。
　渡邉会長は、この日も「見せる防犯活動」を実践すること
で、街頭犯罪の抑止に繋がると述べ、服部隊長の指揮の下、
防犯パトロール車に乗り込んだ隊員たちは、玉里総合支所
を起点に出発して要所での立哨活動を行いました。
　防犯対策のチラシを受け取った市民からは、笑顔で「ご
苦労さま」と声を掛けられ、「このような声を掛けていただ
くことで、今後の活動にも熱が入ります」と一様に語って
いました。
　当団体は、夜間パトロールを中心に年間を通して定期的
な活動を行っており、今後もパトロール活動を強化してい
くということでした。

人）に及びました。
　この人形の巡回展では、「筑波かすみ」のほか、県内に残
る「青い目の人形」10 体中の主要人形、諏訪村立諏訪尋常
小学校（現鉾田市）の「青い目の人形を迎える会」の写真など
貴重な品々が展示され、この迎える会に参加したという横
田あいさん（90 歳）も車いすで訪れ感慨に浸っていました。
　また、鑑賞に訪れた子どもたちによるテープカットが毎
日行われ、夏休みと重なったこともあり、子どもからお年
寄りまで幅広い世代でにぎわいを見せました。約80年前、
日本と米国との心の架け橋となった人形は、約 80 年の時
代を超えて甦り、当時と現在との貴重な架け橋ともなった
ようです。
参加した子どもたちの感想の一部を紹介します。
　○「筑波かすみ」人形は、里帰りしてとてもきれいによみ
　　がえり、ずっと平和が続くことを願っているようなす
　　んだ目をしていました。
　○本物のかすみちゃんは、ぼくがそうぞうしてたよりも
　　大きかったね。かすみちゃんの里帰りをきっかけして、
　　もっともっと世界中が平和になるといいね。

入賞のみなさん

　8 月 9 日から 12 日まで、四季文化館（みの～れ）で「人
形大使『筑波かすみ』と『青い目の人形』展（主催・「筑波かす
み」里帰り実行委員会）」が開催されました。63 人のスタッ
フにより運営され、入場者数は 4 日間で 1,250 人を数え
ました。うち市外からの来場者は 240 人（県外からは 27

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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姉
妹
都
市
の
ア
ビ
リ
ン
市（
ア
メ
リ
カ
）よ
り

!

　

７
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

ア
ビ
リ
ン
市
か
ら
17
名
の
訪
問
団
が
本
市
へ
や
っ
て
き
ま
し

た
。
訪
問
団
は
市
内
の
ご
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
滞
在

中
は
た
く
さ
ん
の
日
本
文
化
に
触
れ
、
多
く
の
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

歓迎パーティー

浅　草

座禅体験

小川南中訪問②

市長表敬訪問

和太鼓の体験

東照宮見学

着付体験

お別れパーテイ

小川南中訪問①

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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② 

満
60
歳
以
上
満
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
や
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
な
ど
で
す
。

　

 　

 

た
だ
し
、
平
成
19
年
12
月
30
日
ま
で
に
誕
生

日
を
迎
え
る
方
と
な
り
ま
す
。

⒊
実
施
医
療
機
関
は

　

 

小
美
玉
市
内
の
医
療
機
関
、
石
岡
市
医
師
会
医

療
機
関
や
県
医
師
会
加
入
医
療
機
関
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

⒋
接
種
券
の
交
付
に
つ
い
て

　

 

対
象
者
①
の
方
に
対
し
て
、
10
月
初
旬（
10
月

10
日
）
ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
券
を
送
付

（
郵
送
）し
ま
す
。
対
象
者
②
の
方
は
申
請
に
よ

り
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
接
種
券
は
、
一
人
１
枚
と
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
接
種
料
金
に
若

干
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
公
費
負
担
額
と
し

て
は
３
，０
０
０
円
を
限
度
と
し
て
負
担
す
る

も
の
で
あ
り
、
３
，０
０
０
円
以
上
の
料
金
が

か
か
る
と
き
は
そ
の
差
額
分
が
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課（
四
季
健
康
館
内
）

　

☎
４
８-

０
２
２
１（
直
通
）

　

小
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８-

１
４
１
１（
直
通
）

　

玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
８-

１
１
１
１（
本
庁
経
由
）

　

毎
年
、
初
冬
か
ら
春
先
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

　

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
①
突

然
の
高
熱
②
頭
痛
関
節
痛
③
の
ど
の
痛
み
、
せ

き
、
鼻
水
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
、
普
通
の
か
ぜ

に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
が
多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

で
す
。

　

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に「
予
防
接
種
」を
受

け
る
こ
と
や
、
そ
の
時
期
、
感
染
予
防
の
た
め
に

人
混
み
を
避
け
た
り
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
、
帰
宅

時
の
う
が
い
、
手
洗
い
を
十
分
行
う
よ
う
心
が
け

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
本
年
度
も
65
歳
以
上

の
方
が
た
を
対
象
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
券
の
交
付
」を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

⒈
実
施
時
期（
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
）は

　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
充
分
な
免
疫
効

果
、
免
疫
持
続
の
た
め
に

　

10
月
10
日（
水
）〜 
12
月
30
日（
日
）と
し
ま
す
。

　
（ 

通
常
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
抵
抗
力
が
つ

く
ま
で
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
、
持
続
期
間
は

約
５
か
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。）

⒉
対
象
者
は

　

 

①
小
美
玉
市
在
住
の
満
65
歳
以
上
の
方

　

小
美
玉
市
で
は
、
国
土
交
通
省
、
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
、
茨
城

県
並
び
に
市
教
育
委
員
会
及
び
各
小
学
校
の
協
力
に
よ
り
、
8
月
6
日

（
月
）、
7（
火
）、
8
日（
水
）の
3
日
間（
い
ず
れ
も
午
後
）、
市
内
の

小
学
校
に
在
学
す
る
5
年
生
及
び
6
年
生
で
、
見
学
会
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
１
１
８
名
の
児
童
に
よ
り『
茨
城
空
港
見
学
会
』を
開
催
し
ま
し

た
。
当
見
学
会
は
、
昨
年
度
に
引
続
き
2
回
目
の
開
催
と
な
り
、
夏
休

み
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

見
学
会
で
は
、
最
初
に
、
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
を
訪
れ
、
航
空
自

衛
隊
の
任
務
や
自
衛
隊
機
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
官
に
よ
る
説

明
を
受
け
た
の
ち
、
間
近
で
自
衛
隊
機
の
飛
行
状
況
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
後
、
国
土
交
通
省
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
う
茨
城
空
港（
百
里
飛
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
民
間
共
用
化
）の
工
事
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
で
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
定
地（
現
在
整
備
中
）を
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滑
走
路
の
建
設
に
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
土
の
上（
地
上
高
約
5
m
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
百
里
飛
行
場
を
見
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ろ
し
な
が
ら
、
国
土
交
通
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
担
当
官
に
よ
り
茨
城
空
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
学
会
終
了
後
、
参
加
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

童
か
ら
は
、
冬
休
み
や
春
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
期
間
中
の
開
催
を
期
待
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
声
や
来
年
度
の
開
催
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
す
る
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
引
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
度
の
開
港
ま
で
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
の
交
付
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
の
交
付
の
お
知
ら
せ

茨
城
空
港
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

茨
城
空
港
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

航空自衛隊百里基地にて

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
障
害
を
も
つ
方
が
た
の
就
職

と
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
促
進
を
目

的
と
し
て
、「
就
職
面
接
会
」を
開
催

し
ま
す
。
就
職
を
希
望
さ
れ
る
障
害

を
お
持
ち
の
方
、
障
害
者
の
採
用
を

予
定
さ
れ
る
企
業
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

土
浦
会
場　

10
月
4
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

水
戸
会
場　

9
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡（
石
岡
公
共

職
業
安
定
所
）
担
当
：
鶴
田

　

☎
２
６-

８
１
４
１

　

℻  
２
６-

８
１
４
３

　

不
動
産
の
価
格
な
ど
の
相
談
に
無

料
で
お
応
え
し
ま
す
。

水
戸
会
場　

10
月
2
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　

水
戸
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　

 （
水
戸
市
中
央
１-

４-

１
） 

土
浦
会
場　

10
月
3
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
 　

　
　
　

 

県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
小
講
座
室
1（
土

浦
市
大
和
町
９-

１
ウ

ラ
ラ
ビ
ル
5
階
）

施
設
あ
わ
せ
て
約
４
，８
０
０
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
事
業
所

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

昨
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
始
ま
っ

た「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制

度
は
、
利
用
者
が
事
業
所
を
選
択
す

る
際
に
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
制

度
で
あ
り
、提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

公
表
さ
れ
る
情
報
は
、
例
え
ば
、

「
職
員
体
制
」、「
利
用
料
金
」な
ど
の

基
本
的
な
事
実
情
報
と「
従
業
者
に

対
す
る
認
知
症
及
び
認
知
症
ケ
ア

に
関
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
か

ど
う
か
」、「
身
体
的
拘
束
の
排
除
の

た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か

ど
う
か
」な
ど
の
情
報
で
す
。
基
本

的
な
事
実
情
報
を
除
い
て
は
、
県

が
指
定
し
た
調
査
機
関
が
事
実
確

認
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
県
が

指
定
し
た
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
事
業
所
な
ど
で
入

手
で
き
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
当
た
り
、
利
用
者
を
は
じ
め
、

ご
家
族
や
介
護
計
画
を
作
成
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
利
用
者

に
あ
っ
た
事
業
所
・
施
設
の
選
択
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

問
茨
城
県
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー 

　
茨
城
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー

　

 

社
団
法
人　

茨
城
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会（
内
）

　

☎
０
２
９-

２
４
１-

６
９
３
９ 

　

℻  
０
２
９-

２
４
１-

６
７
９
９

　

http://park7.w
akw

ak.com
/　

　
　
　
　
　
　
　
　

~iba-sinkokai

申
込
方
法　

 

当
日
会
場
に
て
お
申
込

く
だ
さ
い
。

問
社
団
法
人
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
９-

２
４
６-

１
２
２
２

と　

き　

10
月
19
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

 

小
美
玉
市
役
所（
本
庁
舎
）

1
階
相
談
室

相
談
内
容

　

● 

農
地
転
用
、
開
発
行
為
、
帰
化
、

建
設
業
、
運
送
業
、
飲
食
業
、

産
業
廃
棄
物
処
理
業
な
ど
の
許

可
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

 

● 

会
社
等
設
立
等
に
関
す
る
こ
と

　

● 

相
続
・
遺
言
等
に
関
す
る
こ
と

　

● 

契
約
書
作
成
等
に
関
す
る
こ
と

相
談
料　

無
料

　

右
記
の
ほ
か
、
行
政
書
士
は
広
範

囲
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
行
政
書
士
は
法

律
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
茨
城
県
行
政
書
士
会

　
　
　
（
水
戸
市
・
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
）

　

☎
０
２
９-

３
０
５-

３
７
３
１

日　

時　

10
月
7
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

 

水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
館（
J
R
赤
塚
駅
隣
接
）

　
　
　
　

☎
０
２
９-

３
０
９-

１
０
０
１

内　

容　

○ 

講
演
・
相
談

　
　
　
　
　

 

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定

看
護
師　

竹
之
内 

美
樹   

　
　
　
　

○ 

ス
ト
ー
マ
用
装
具
の
展

示
・
説
明

参
加
費　

１
，
０
０
０
円（
弁
当
代
な
ど
）

駐
車
場　

 

会
館
隣
接
の
水
戸
市
営
駐
車

場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。   

申
込
締
切　

10
月
5
日（
金
）

　

問（
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　

茨
城
県
支
部　

柳
橋

　
　

☎
・
℻   

０
２
９-

２
２
５-

２
２
０
９

と　

き　

10
月
17
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時 

集
合
場
所　

 

桜
川
市
真
壁
町
長
岡 

加
波
山
神
社
駐
車
場

（
小
雨
決
行
）

※
約
10
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

受　

付　

午
前
9
時
〜（
時
間
厳
守
） 

定　

員　

1
0
0
名 

対
象
者　

概
ね
50
歳
〜
70
歳
代
ま
で
の
方 

参
加
費　

1
0
0
円（
保
険
、
資
料
代
）

　
　
　
　

 

当
日
、
受
付
時
に
い
た
だ

き
ま
す
。 

持
ち
物　

 

昼
食
、飲
み
物
、レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、手
袋
、雨
具
、杖
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
健
康
保

険
証
の
控
え
等

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
又
は
封
書
で「
加
波

山
参
加
希
望
」と
明
記
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
返
信
用
に
は
ご
自
分
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
1
枚
の
は
が

き
で
3
名
ま
で
申
込
み
で
き
ま
す
。） 

申
込
締
切　

10
月
10
日（
水
）

主　

催　

 

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら

つ
百
人
委
員
会

　

問
〒
３
０
０-

０
８
４
５ 

　
　
　

土
浦
市
乙
戸
南
１-

２
４-

２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
倉 

輝
男

　
　

☎
・
℻  
０
２
９-

８
４
２-

８
５
７
５

　

平
成
12
年
4
月
に
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
7
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
茨
城
県
内
に
は
、
在
宅
・

オ
ス
ト
ミ
ー（
人
工
肛
門
・
膀
胱
保
有
者
）

講
習
会
の
ご
案
内

申
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
2
0
0
7
協
賛

「
加
波
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集 

申「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る

「
無
料
相
談
会
」

障
害
者
就
職
面
接
会

開
催
の
ご
案
内

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

全
市
民
の
体
力
向
上
と
親
睦
融
和
を
図
り
、
市
民

の
よ
り
一
層
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
民

体
育
祭
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
種
目
に
参
加
し
、
一
日
気
持
ち
の
よ
い
汗
を

流
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
ふ
れ
あ
い
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

ス
ポ
ー
ツ
で
」

と　

き　

10
月
7
日（
日
）

　
　
　
　

開
会
式　

午
前
9
時
〜

　
　
　
　

※
雨
天
順
延
8
日（
月
）

と
こ
ろ　

玉
里
運
動
公
園

内　

容

　

◇
自
由
参
加
種
目

　
　

野
菜
つ
か
み

　
　

パ
ン
く
い

　
　

大
玉
転
が
し

　
　

二
人
仲
よ
く

　

◇
行
政
区
対
抗
種
目

　
　

２
０
０
才
リ
レ
ー

　
　

大
な
わ
と
び
競
争

　
　

小
美
玉
フ
ラ
ッ
シ
ュ

　

◇
そ
の
他
の
種
目

　
　

子
ど
も
会
対
抗
リ
レ
ー

　
　

園
児
対
抗
リ
レ
ー

　
　

ス
ポ
少
対
抗
リ
レ
ー

　

◇
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
・
団
体
表
彰

　

◇
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介  

※ 

種
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
干
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３
・
２
２
３
４

演　

題　

 

生
き
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で

す
ば
ら
し
い
―
眠
れ
る
遺
伝

子
を
目
覚
め
さ
せ
よ
う
―

講　

師　

村
上
和
雄 
氏

　
　
　
　
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

日　

時　

10
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

会　

場　

つ
く
ば
国
際
会
議
場

　
　
　
　

中
ホ
ー
ル
３
０
０（
3
階
）

定　

員　
３
２
０
名（
先
着
順
） 

入
場
無
料

申
込
方
法　

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
・
℻  
０
２
９-

８
５
２-

８
５
０
５

　
　
（
月
〜
金　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　
　

　

企
業
が
採
用
で
重
視
す
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
6
日
間
の
講
座
で
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
8
月
か
ら
12

月
に
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
35
歳
未

満
求
職
者（
学
生
不
可
）。受
講
後
も
、

就
職
決
定
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
２
９-

３
０
１-

３
６
４
５（
直
通
）

　

 

若
年
者
就
職
基
礎
能
力
養
成
講
座

（
県
労
働
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

　
　

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/　

　
　
　
　
　

syoukou/rosei/kiso/index.html

と　

き　

10
月
19
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ　

 

水
戸
市
男
女
文
化
セ
ン
タ
ー

「
び
よ
ん
ど
」6
階
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
水
戸
市
五
軒
町
１-

２-

１
２
）

内　

容　

 

調
停
制
度
の
普
及
の
た
め
、

土
地
や
建
物
、金
銭
貸
借
、

家
庭
内
や
夫
婦
間
、相
続
、

交
通
事
故
等
種
々
の
紛
争

に
つ
い
て
、
問
題
解
決
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
員　

 

水
戸
調
停
協
会
所
属
調
停
委
員

　
　
　
　
（ 

弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
不
動
産
鑑
定
士
等

の
専
門
委
員
を
含
む
）

相
談
料　

無
料

主　

催　

 

水
戸
調
停
協
会
・
茨
城
調

停
協
会
連
合
会

問 

水
戸
地
方
・
家
庭
裁
判
所
内

　

水
戸
調
停
協
会

　

☎
０
２
９-

２
２
４-

０
０
１
１

　

年
金
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務

士
が
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

10
月
4
日
、
18
日
、
25
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
９-

２
２
８-

２
６
５
０

●
総
合
労
働
相
談
所
の
ご
案
内

相
談
日　

毎
月
第
4
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

※ 

相
談
は
面
接
方
式
で
行
い
、
電
話

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

場　

所　

 

水
戸
市
役
所
1
階
市
民
相
談

室
前「
総
合
労
働
相
談
所
」

相
談
料　

無
料 

申
込
受
付　
平
日 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

小
美
玉
市
民
体
育
祭
の
ご
案
内

小
美
玉
市
民
体
育
祭
の
ご
案
内

調
停
相
談
会

「
平
成
19
年
度 

若
年
者
就
職
基
礎

能
力
養
成
講
座
」 

受
講
生
募
集

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
か
ら

年
金
無
料
電
話
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

申

　

問
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

　
　

☎
０
２
９-

２
２
６-

３
２
９
６

　
　

℻  
０
２
９-

２
２
６-

９
４
４
０

10月7日・8日・14日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

日

7

8

14

 外　　　科

10月6日・7日・8日・13日・14日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
10月10月10月 10月10月10月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

石岡循環器科脳神経外科病院　（小美玉市）　☎(58)5211

山王台病院　　　　　　  （石岡市）　☎(26)3130

関クリニック　　　　　  （石岡市）　☎(23)8300

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座
」の
ご
案
内

申

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 「がん検診～
　精密検査と結果が出たら」

　今年も5月から各種検診がスタートしましたが、今年の検診はすでに受診されていますか？
成人対象の検診は11月まで予定がありますので、これからの受診を希望される方は、各検診場所へお
問い合わせください。

　精密＝がん…と決め付け、怖くてそのまま放置…なんてことしていま
せんか？
　検診は受診することはもちろんですが、受けた後のほうがもっともっと
大事なんです！

　さて、皆さんが検診結果で「要精密」と判定されたらどうしますか？

＜昨年度のがん検診の実績より＞

　昨年の結果において、要精密者全体の約2％（約20名）の方が検診で「がん」を発見され治療開始となって
います。
　市で実施するがん検診は、自覚症状のあまり訴えのない時期に受診する関係上「がん」が発見されても
「早期がん」である場合が多く、その後の治療経過も良好のものがほとんどです。
　また、精密検査により「がん以外」の病気を発見され治療開始となった方が要精密者の約半数（全体で約
540人）あります。このことからも、がん検診は「がん以外」の病気の早期発見にも大いに役立っていること
がわかります。
　しかし、一番問題なのは、精密検査を受けた割合が約7割程度で100%に届かないことです。
検診は「やりっぱなし」では意味がありません。

　茨城県では、各がん検診の精密検査実施登録医療機関名を公表しておりま
す。これから受けられる方は、登録医療機関での受診をお勧めします。
　なお、登録医療機関名簿は、四季健康館、小川保健相談センター、玉里保健福
祉センターにありますので、各所にお問い合わせください。

「要精密」となったら必ず病院で精密検査を受けましょう。

四季健康館　健康増進課 ☎４８－０２２１
小川保健相談センター ☎５８－１４１１　　   
玉里保健福祉センター ☎４８－１１１１（本庁経由）

【問い合わせ】

検診項目

胃 が ん

大腸がん

肺 が ん

子宮がん

乳 が ん

受診者全体の要精密者 精密検査受診者割合
精密検査を受診した方の結果の内訳

がん（疑含む） がん以外の病気 異常なし

17.9%

7.1%

2.2%

0.8%

5.4%

1.1%

1.8%

2.2%

35.7%

4.3%

64.6%

42.3%

21.7%

28.6%

42.0%

6.7%

23.1%

31.1%

28.6%

24.6%

72.4%

67.2%

55.0%

92.9%

70.9%

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

杖
止
め
て
息
と
と
の
ふ
る
叔
母
に
歩
み
合
は
せ
て
墓
参
の
坂
上
り
ゆ
く　

　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

年
金
の
振
り
込
め
詐
欺
と
言
は
れ
て
も
日
本
政
府
よ
仕
方
あ
る
ま
い　

　
　
　
　

山　

口　
　
　

淸

　

妙
高
の
山
を
下
り
来
て
露
天
湯
に
友
と
眺
め
た
真
赤
な
夕
日　

　
　
　
　
　
　
　

沼　

田　

み
ど
り

　

自
転
車
を
止
め
て
汗
拭
く
道
の
端
に
白
粉
花
の
ほ
の
か
な
香
り　

　
　
　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子

　

象
虫
を
手
に
遊
ば
せ
て
二
歳
児
の
こ
こ
ろ
離
さ
ぬ
不
思
議
の
世
界　

　
　
　
　
　

幡　

谷　

啓　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

筑
波
山
加
波
愛
宕
山
朝
の
日
に
照
る
山や

ま
ひ
だ襞

の
濃
き
淡
き
い
ろ　

　
　
　
　
　
　
　

藤　

井　

と
り
子

　

青
田
よ
り
一
斉
に
蛙
の
声
聞
こ
え
雨
つ
づ
く
朝
犬
つ
れ
て
行ゆ

く　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

並
び
い
る
人
を
さ
ら
つ
て
電
車
去
り
だ
あ
れ
も
い
な
い
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム　

　
　

菊　

地　

道　

子

　

門
柱
に
背
中
ぴ
つ
た
り
五
十
秒
今
朝
も
歩
く
ぞ
背
す
じ
伸
ば
し
て　

　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

白
牡
丹
花
の
香
り
は
夕
風
に
の
り
て
ほ
の
か
に
庭
に
流
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　
　み

の
り
短
歌
教
室

　

水
湛
え
夕
陽
を
映
す
陸
田
の
水
音
も
な
く
蛙
も
鳴
か
ず　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子

　

一
ヶ
月
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
終
へ
し
末
孫
の
「
た
だ
今
」
の
声
茶
の
間
に
ひ
び
く　

海
老
澤　

江　

い

　

朝
ご
と
に
蔓
い
ざ
な
い
て
花
か
ぞ
え
一
日
の
糧
と
す
新
種
朝
顔　

　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

御
岳
山
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
は
ま
だ
蕾
一
鉢
求
め
家い

え
づ
と苞

に
持
つ　

　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

早
苗
田
は
日
毎
色
増
し
春
は
行
き
晴
れ
し
日
続
き
豊
作
き
ざ
す　

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ　

玉
里
短
歌
会

　

さ
ま
ざ
ま
の
願
い
は
重
し
七
夕
の
笹
竹
傾か

し

ぐ
小
児
病
棟　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江 

　

射
爆
地
の
跡
に
生
ま
れ
し
楽
園
の
平
和
の
風
よ
永と

わ久
に
と
願
う　

　
　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ 

　
「
し
ょ
う
が
な
い
」こ
の
一
言
で
大
臣
を
や
め
た
人
あ
り
き
び
し
き
現
実　

　
　
　

藤　

田　
　
　

久 

　

心
の
痛
み
体
の
痛
み
忘
れ
行
く
花
木
セ
ン
タ
ー
の
花
に
埋
も
れ
て　

　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子 

　

宿
泊
の
同
窓
会
に
ひ
と
り
居
の
寂
し
さ
忘
れ
る
友
と
の
語
ら
い　

　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

寄
稿

　

七
夕
に
形
見
託
し
し
娘
の
友
よ
り
入
籍
告
ぐ
る
葉
書
届
け
り　

　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

和　

子

　

秋
の
暮
れ
風
に
揺
れ
て
る
ブ
ラ
ン
コ
は
す
べ
て
を
知
っ
て
黙
し
て
お
り　

　
　
　

福　

田　

さ
な
え

小
川
俳
句
会

　

夕
暮
れ
の
空
透す

く
庭
の
百さ

る
す
べ
り

日
紅　

　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代 

　

青
天
に
声
ち
り
ば
め
る
蜩

ひ
ぐ
ら
しや　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

玉
砕
の
戦と

も友
を
偲
び
て
終
戦
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

山
ゆ
り
は
静
寂
の
中
香
り
立
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

雷
鳴
に
自
転
車
急せ

か
す
美
少
年　

　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

朝
顔
の
蔓
の
自
在
や
隣
家
ま
で　

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

祭
笛
寂さ

び

た
る
町
に
熱
気
わ
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

届
き
た
る
梨
は
畠
の
日
の
恵
み　

　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

群
青
の
空
よ
り
濃こ

ゆ

し
牽け

ん
ぎ
ゅ
う
か

牛
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

　

木
道
に
下
駄
音
は
ず
む
蓮
の
池　

　
　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

み
の
り
俳
句
会　

　

雨
し
と
ど
紫
陽
花
の
青
滴
た
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　

篠　

原　

新　

草

　

風
鈴
の
風
呼
ぶ
音
色
と
な
っ
て
来
し　

　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

白
鷺
の
他
は
見
え
ざ
る
青
田
か
な　

　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

霧
晴
れ
て
眼
下
に
見
ゆ
る
家
並
の　

　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

信
濃
路
や
青
田
に
映
ゆ
る
山
の
峰　

　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代　

欅
の
会

　

梅
雨
飛
ば
す
元
は
農
夫
の
大
く
し
ゃ
み　

　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

藤
椅
子
の
母
包
み
た
る
夕
明
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

や
は
ら
か
き
闇
よ
り
掬す

く

う
恋
蛍　

　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

蛸た
こ

坊
主
吊
る
し
て
大
声
夏
祭
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　
　
　

進

　

紅
蓮
こ
わ
さ
ぬ
よ
う
に
風
の
過
ぐ　

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
俳
句
会

　

蜩
ひ
ぐ
ら
しの

声
を
肴さ

か
な

の
酒
二
合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

毬い
が
ぐ
り栗

の
膨
ら
み
し
る
き
散
歩
道　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

大
粒
の
雨
を
弾
く
や
大お

お
が
は
す

賀
蓮　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

ど
の
道
を
ゆ
く
も
山
路
や
蝉せ

み
し
ぐ
れ

時
雨　

　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

蜩
ひ
ぐ
ら
しの

声
に
せ
か
さ
る
夕ゆ

う
く
り
や厨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

山　

道　

子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

干
天
や
水
や
り
忙
し
ミ
ニ
菜
園　

　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信 

　

夏
衣
僧
侶
の
う
な
じ
あ
お
き
剃そ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

万
緑
や
廃
寺
の
跡
の
仁
王
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

　

夏
霧
や
満
月
の
ご
と
日
の
昇
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

蝉
時
雨
は
げ
し
く
も
森
動
か
ざ
る　

　
　
　
　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

広報おみたま　平成 19 年 9 月 13 日
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私
た
ち
消
費
生
活
の
会
は
、
環
境
の
問
題
・
食
の
安
全
に
関
す
る
こ
と
・

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
大
勢
の
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
学

習
・
実
践
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

　

な
お
、
小
川
・
美
野
里
・
玉
里
に
そ
れ
ぞ
れ
会
が
あ
り
、
ど
こ
に
で
も

入
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
下
記
の
各
会
代
表
ま
た
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
☆
☆
主
な
活
動
の
紹
介
☆
☆
☆

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
使
っ
た
小
物
づ
く
り

　

・
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
推
進

　

・
各
種
講
習
会
へ
の
参
加

　

 

・
手
作
り
味
噌
づ
く
り

　

 

・
消
費
者
啓
発
活
動

　

・
水
質
調
査
・
ご
き
ぶ
り
団
子
づ
く
り

　

・
講
師
を
招
い
た
勉
強
会

　

・ 

そ
の
他
会
員
の
興
味
が
あ
る
こ
と
、
学
び
た
い
こ
と
の
視
察
研
修
等

消
費
者
問
題
を
知
っ
て

　
　

    　

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!

　

今
回
は
、
比
較
的
若
い
人
が
被
害
に
あ
い
や
す
く
、
最
近
で
は
、
大
学
生
の
間

で
も
広
が
っ
て
い
る
マ
ル
チ
商
法
の
被
害
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
友
人
・

家
族
に
誘
わ
れ
る
と
断
れ
な
い
、
人
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
人
ほ
ど
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

《
相
談
事
例
》
い
い
話
が
あ
る
ん
だ
よ
〜
マ
ル
チ
商
法
は
友
人
を
な
く
す
〜

　

そ
れ
は
、
し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
高
校
時
代
の
友
人
か
ら
１
通
の
メ
ー
ル
が

届
い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
…
。「
一
緒
に
ラ
ン
チ
で
も
ど
う
?
」と
い
う
お
誘

い
だ
っ
た
の
で
、
会
う
こ
と
に
。
久
し
ぶ
り
で
会
話
も
弾
み
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
美
顔
器
が
あ
る
ん
だ
け
ど
あ
な
た
も

使
っ
て
み
な
い
と
勧
め
ら
れ
た
。
40
万
円
と
高
額
だ
っ
た
の
で
絶
対
無
理
と
断
っ

た
が
、「
○
○
さ
ん
も
使
っ
て
い
る
の
よ
。
そ
れ
に
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組

め
ば
い
い
の
よ
。
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
て
会
員
に
す
る
と
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
に
も

な
る
の
よ
。
あ
な
た
が
、
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
会
員
を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
ば
あ
な

た
に
マ
ー
ジ
ン
が
は
い
っ
て
く
る
の
。
つ
な
が
り
が
広
が
れ
ば
誰
も
が
得
を
す
る

仕
組
み
だ
か
ら
安
心
し
て
ね
。」と
説
明
さ
れ
、
す
っ
か
り
そ
の
気
に
な
っ
て
、
入

会
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
か
月
、
い
ろ
ん
な
友
だ
ち
や

知
り
合
い
に
声
を
か
け
て
み
た
も
の
の
一
人
も
勧
誘
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ

の
ま
に
か
た
く
さ
ん
い
た
友
だ
ち
に
も
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
…
。
結
局
、
私

に
残
っ
た
の
は
利
息
で
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
50
万
円
も
の
ロ
ー
ン
の
支
払
い
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
簡
単
に
儲
か
る
、
な
ん
て
甘
い
話
は
信
じ
な
い
こ
と
!

　

会
員
を
次
つ
ぎ
に
増
や
し
て
い
く
と
言
っ
て
も
１
人
が
２
人
ず
つ
勧
誘
す
る
と

す
れ
ば
、
28
代
目
に
は
、
日
本
の
人
口
を
は
る
か
に
超
え
る
人
数
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
簡
単
に
次
つ
ぎ
に
勧
誘
で
き
て
み
ん
な
が
得
を
す
る
仕
組
み
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

あ
な
た
が
被
害
者
か
ら
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
る
!

　

法
律
で
は
、
悪
質
な
マ
ル
チ
販
売
を
行
う
と
、
業
者
だ
け
で
な
く
末
端
で
勧
誘

行
為
を
行
っ
た
人
も
同
時
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
被
害
者
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
加
害
者
に
も
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
あ
き
ら
め
な
い
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
み
よ
う
!

　

入
会
契
約
か
ら
20
日
以
内
な
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
無
条
件
解
約
が
で
き

ま
す
。
20
日
を
過
ぎ
て
も
、
中
途
解
約
と
か
返
品
ル
ー
ル
も
あ
る
の
で
、
あ
き
ら

め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

相
談
先　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９-

２
２
５-

６
４
４
５

＜問い合わせ＞
　★小川くらしの会　代表 大曽根光江
　　☎53－ 0254
　★美野里生活学校　代表 福島ヤヨヒ
　　☎46－ 0894
　★玉里生活学校　　代表 杉山寿賀子
　　☎58－ 3696
　★事務局　小美玉市役所地域振興課 
　　☎48－ 1111　内線1132

小
美
玉
市
消
費
生
活
の
会

小
美
玉
市
消
費
生
活
の
会  

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

大
宮
神
社
祭
礼
「
玉
里
魔
神
祭
」

大
宮
神
社
祭
礼
「
玉
里
魔
神
祭
」

　

８
月
26
日（
日
）、玉
里
地
区
の
大
宮
神
社
祭
礼「
玉

里
魔
神
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
玉
里
魔
神
祭
」、
地
元
に
根
付
く
地
元
住
民

の
た
め
の
”お
ま
つ
り
“を
始
め
よ
う
と
大
宮
神
社
の

総
代
と
玉
里
商
工
会
が
企
画
し
運
営
さ
れ
、
今
年
で

４
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
境
内
の
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
玉
里
創
作

太
鼓
同
好
会
、
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド「
サ
ウ

ン
ド
W
r
a
p
」の
演
奏
を
は
じ
め
、
み
の
〜
れ
チ

ン
ド
ン
ジ
ャ
グ
バ
ン
ド
が
会
場
を
練
り
歩
き
盛
り
上

げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
ビ
ン
ゴ
大

会
や
ス
イ
カ
割
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
主
催
者

も
来
場
者
も
双
方
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。

　

ま
た
、
参
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
模
擬
店
が
並
び
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
、
カ
キ
氷
、
イ
ラ
ン
料
理
の
ケ

バ
ブ
、
そ
の
他
、
玉
里
商
工
会
各
部
会
に
よ
る
麦
茶

や
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

温
か
い
お
も
て
な
し
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

玉
里
商
工
会
の
関
澤
克
司
さ
ん
は
、「
当
日
は
、

昨
年
よ
り
も
多
く
の
人
が
来
場
し
、
お
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
み
ん

な
が
目
指
し
て
い
る
お
ま
つ
り
に
近
づ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
地
元
の
方
の
ほ
か

に
小
川
地
区
、
美
野
里
地
区
の

方
も
多
く
来
場
し
て
く
れ
た
こ

と
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
来

年
以
降
も
さ
ら
に
地
元
に
根
付

い
た
お
ま
つ
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平成 19 年 9 月 13 日　広報おみたま
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小
こ ま つ ざ き

松崎 岳
た け る

琉ちゃん
（平成 17年 6月 18日生）
◆お外でボールをけるのが大好きな男の
　子です。将来はサッカー選手！？かな。

　

平
成
4
年
に
市
村
同
子
先
生
の
町
民
講
座
を
受
講
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
読
み

聞
か
せ
等
の
活
動
を
楽
し
く
続
け
て
い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ

ル
ヘ
ン
」
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

活
動
は
主
に
美
野
里
公
民
館
を
会
場
と
し
て
月
1
回
お
は
な

し
会
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
か
ら

の
依
頼
に
も
応
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
お
は
な
し
会
を
聞
き
に
来
て
い
た

だ
き
、
興
味
が
湧
い
た
ら
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
お
子
さ

ん
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
何
よ
り
も
う
れ

し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。ま
た
、読
み
聞
か
せ
に
興
味
を
持
っ

た
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り
同
じ
よ
う
な
活
動
を
し
て
く

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
は
、「
頑
張
り
過
ぎ
ず
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
け
て
い
き
た
い
。
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
の
方
に
も
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
語
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
美
野
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
民
館
で
カ
ー
テ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
制
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
突
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
邪
魔
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

続けています続けています！！
～たくさんの子どもたちにすばらしい童話、児童書の世界を知ってほしい～

ネットワークメルヘン

情報をお寄せください !
　何かを10年以上続けている、後継者を望
んでいるグループ、スポーツなど県大会以
上で活躍した方などで掲載をご希望の方
は、市役所秘書広聴課（☎48 －1111 内線
1221）まで情報をお寄せください。

　

全
国
で
準
優
勝
!

　
　
　
　
　

玉
造
工
業
高
校
、
大
枝
脩
和
さ
ん

　

8
月
4
日（
土
）・
５
日（
日
）、
三
重
県
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
二
輪
車

安
全
運
転
全
国
大
会
」に
県
代
表
団
体
チ
ー
ム
選

手
と
し
て
高
校
生
ク
ラ
ス
で
玉
造
工
業
高
校 

機

械
科 

３
年 

大
枝
脩
和
さ
ん（
二
本
松
）が
出
場
し
、

県
代
表
チ
ー
ム
が
初
の
準
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　

6
月
9
日（
土
）に「
二
輪
車
安
全
運
転
茨
城
県

大
会
」
に
お
い
て
、
高
校
生
、
女
性
、
一
般
A
、

一
般
B
各
ク
ラ
ス
で「
法
規
履
行
走
行
」と
「
技
能

走
行
」の
二
種
類
の
競
技
を
行
い
、
1
位
か
ら
3

位
の
入
賞
者
12
人

の
中
か
ら
1
か
月

の
特
別
訓
練
を
経

て
選
抜
さ
れ
た
、

各
ク
ラ
ス
代
表
が

団
体
チ
ー
ム
と
し

て
全
国
大
会
に
出

場
し
茨
城
県
勢
初

の
全
国
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

立
たちむら

村 桜
お う が

雅ちゃん
（平成 18年 4月 10日生）
◆アンパンマンと消防車が大好きな男
　の子です。元気いっぱい素直に育て !

沼
ぬま た

田 乃
の あ

映ちゃん
（平成 17年 9月 30日生）
◆歌を歌うのがとても大好きです。かわい
　い歌声で家族みんなが癒されています。

が ん ば っ て い ま す

左から坂本光江さん、横山由紀恵さん、谷内せつ子さん

　

小
川
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

　
　

中
山
朋
佳
さ
ん
全
国
大
会
で
大
活
躍
!

　

8
月
4
日
、
5
日
に
宮
城
県
仙
台
市
で

開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
大
臣
杯
第
50
回
小
学

生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
小
川
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
山

朋
佳
さ
ん（
上
吉
影
小
学
校
3
年
）が
組
み
手

の
部
で
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
１
２
６
名

参
加
の
中
よ
り
激
戦
を
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
県
東
地
区
予
選
、
県
大

会
を
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
絶
好
調
で
今
回

の
試
合
に
臨
み
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
優
勝

し
ま
し
た
。
形
の
部
で
も
ベ
ス
ト
8
に
入

賞
し
ま
し
た
。
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携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http：//www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.

施設訪問 ～やすらぎの里小川～

　やすらぎの里小川は、平成 7 年７月に生涯学習施設としてオープンしました。
66,000 平方メートルの広々とした敷地のなかに、事務棟・文芸棟・華道棟・茶道
棟・書画棟の５棟の建物があり、市民のサークル活動や研修会、会議のスペース
として活用されています。
　主に、絵手紙、墨絵、ヨガ、詩吟、生け花、茶道、書道、俳句、三味線、山野草、
薬草研究会などのサークルが活動しています。今まで水墨画展、絵手紙展、字手紙
展、書き初め展、ニット展などの作品展等が行われ、皆さんの作品の発表の場となっ
ています。秋には初めてのデコパージュ展（10月 3日～ 10 日）や市民文化祭（10月
13 日～ 21 日）も企画されていますので、ぜひ足をお運びください。
　また、入口脇の芽葺き屋根の建物は、近代医学の先駆者で、江戸末期に小川で生
まれた本間玄琢の生家を移築したものです。氏にちなんで園内には、100 種以上
の薬草が植えられています。自然林、池、ハーブ園もあり、自然とふれあうグリー
ンスポットとしても人気があります。

ぐる～っ
と

おみたま
ぐる～っ

と

おみたま

国道 355 号線 至石岡至行方

小川総合支所

国保中央病院

小川地区交番

カスミ
やすらぎの里小川

交

使用時間
全日午前 9時～午後4時まで

2,040 円
2,040 円
2,040 円
2,040 円
6,120 円
2,040 円
2,040 円

4,080 円
3,060 円
3,060 円
6,120 円
2,040 円
2,040 円
4,080 円

午後1時～午後4時まで

1,020 円
1,020 円
1,020 円
1,020 円
3,060 円
1,020 円
1,020 円

2,040 円
1,530 円
1,530 円
3,060 円
1,020 円
1,020 円
2,040 円

午前 9時～正午まで

1,020 円
1,020 円
1,020 円
1,020 円
3,060 円
1,020 円
1,020 円

2,040 円
1,530 円
1,530 円
3,060 円
1,020 円
1,020 円
2,040 円

室　名

研修室
かじなし
そのべ
ともえ
全　室
あやめ
ゆ　り
小展示室
全　室
仙楽亭
明月軒
全　室
しらかわ
たちばな
全　室

施設名

事務棟

文芸棟

華道棟

茶道棟

書画棟

展示廊

 場所 小美玉市中延 1508 番地 1
 TEL 0299 － 58 － 4580
 FAX 0299 － 58 － 4583
 閉館時間 午前8時30分～午後5時30分

 休館日 月曜日（祝日のときはその翌日）
年末年始

展示廊

書画棟

茶道棟

華道棟

文芸棟

事務棟

※使用時間が 2区分にわたるときの使用料は、これらの合算額とする。
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